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News 

中川聡史 結婚 

 
１０月１９日（日）、芦屋のゲストハ

ウス「アンビジュー芦屋」にて中川

聡史氏（０３年３月修士修了）の結

婚式が執り行われた。OB・OG の

出席者は、永安氏、小土井氏、薮

下氏の独身３名。 

 
幸せな二人。 

末永くお幸せに！ 

 

秋の学会特集 

 
秋の学会シーズン到来。１１月は

日本香辛料研究会、日本フードフ

ァクター学会、新潟国際シンポジ

ウムと続き、学生が研究発表を行

った。また、金沢教授は台湾での

国際学会に参加し、講演を行った。 

日本香辛料研究会 

１１月１４日(金)・１５日(土)、金沢

大学角間キャンパス(石川)にて

第２３回日本香辛料研究会が開

催され、当研究室からは田中麻

貴（M2）が口頭発表を行った。 

シンポジウム「バニロイド受容体

の科学」では、辛味などを感じる

バニロイド受容体（TRP）の発現量

が寒さの感じ方にも関与すること

など、香辛料研究と関連する分野

からの非常に興味深い講演があ

った。また、懇親会では、ここ最近

の不景気を払拭するかのような、

贅沢な北陸の海の幸が満喫でき

た。来年は大阪市大の予定。 

田中からのコメント。 

初めての口頭発表は思った以

上に準備に手間取り、２日前に夜

中まで橋本先生に発表練習に付

き合っていただき、何とか発表に

臨みました。本番、自分の出番が

迫ってくると急に緊張してしまいま

した。質疑応答では橋本先生の

助けを借りるなど、何から何まで

橋本先生に迷惑をかけてしまい

ました。橋本先生、ありがとうござ

いました。 

発表・質疑応答とも不甲斐ない

結果となりましたが、研究会で発

表をしたことは自分の研究を見直

す良い機会となりました。卒業ま

でもう少ししかありませんが、日本

農芸化学会２００９年度大会では

自信を持って発表できるデータを

出すため頑張っていこうと思いま

す。そして M1、B4 のみなさん、

学会の準備は早すぎるくらいから

準備しましょう。 

         M2 田中 麻貴 

 

日本フードファクター学会 

１１月１７日(月)・１８日(火)、タワー

ホール船堀(東京)にて第１３回フ

ードファクター学会が開催され、

当研究室からは谷芳能（M2）と吉

村和人（M2）が、それぞれポスタ

ーおよび口頭での研究発表を行

った。金沢教授からは前日まで発

表に関するアドバイスを受けては

いたが、ともに初めての学会発表

で右も左も分からないこともあり、

不安な当日を迎えた。 

現地に前日入りし、体調と気持ち

を整えていた谷は、質問に来られ

た方にも焦ることなく対応してい

た。また、福田伊津子助教（食の

安全・安心科学センター）と熱い

研究についての議論を交わし、と

ても有意義な発表であったかにう

かがえた…と言いたいところだが、

谷自身は、その後の橋本助教の

強烈なダメ出しに反省し、さらに

ポスターを大きくつくり過ぎたため、

肝心の結論が見にくい構成(写真

参照)となったことを悔やんでいた。 

 
谷の巨大ポスター。 

一方、吉村は、金沢教授から直前

になって発表原稿の訂正を言い

渡され、発表直前まで廊下でひと

り練習に励んでいた。しかし、質

疑応答でも先生方の質問の意味

を理解できず不甲斐無い結果に

終わった。発表後は金沢教授から

手厳しい説教を受けたものの、し

ばらくは放心状態だった。 

 
発表が１時間前に迫り余裕がなくな

っている吉村(M2)。 



このように、二人とも、修士論文を

目前に、研究成果をまとめるつも

りが、逆に不安の残る学会発表と

なった。 

谷からのコメント。 

はじめての学会発表で、金沢

先生のチェックは数分間の一回き

り、ポスター印刷は出発前日の事

務が閉まる直前という不必要なチ

ャレンジをしてしまいましたが、ギ

リギリのところで上田君や吉村君

から適切なダメ出しを頂き、同期

の有難味を実感することができま

した。発表当日には橋本先生から

失笑と痛切なアドバイスを頂いて

しまいましたが、今後の実験の励

みにしたいと思います。最後にな

りましたが、研究室の皆様には

色々とご心配やご迷惑をおかけし

たように思います。この場を借り

てお詫びと御礼申し上げます。 

          M2 谷 芳能 

 

新潟国際シンポジウム 

１１月２９日(土)・３０日(日)、新潟

コンベンションセンターにて4th 

International Niigata Symposium 

on Diet and Healthが開催され、

当研究室からは田中麻貴と中林

秀郎(共にM2)がポスターによる

研究発表を行った。ともに初めて

の国際学会とあって、橋本助教の

指導の下、英語での発表を直前

まで猛特訓していた。ポスター会

場に訪れた外国人研究者からの

英語による質問には苦戦したもの

の、有意義な発表であった。 

シンポジウムは二日間での来場

者数が２８０名程であったが、招待

講演者は、B.B. Aggarwal（テキサ

ス大学）、R.H. Dashwood（オレゴ

ン州立大学）、B. Halliwell（シンガ

ポール国立大学）、Y.-J. Surh（ソ

ウル大学）など著名な研究者が顔

を揃えた。一方、ポスター発表会

場では、中林のふたつ隣でポスタ

ー発表を行った武庫川女子大学

附属高等学校・スーパーサイエン

スコースの女子高生がひときわ

目立っていた。なお、その引率者

は森敦美氏（０５年３月修士修了）。 

 
英語での質疑応答に疲れ気味の中

林と元気な高校生（矢印）。 

 
田中(左)と森敦美氏。 

 
別のシンポジウムに参加していた

服部栄養学園の服部幸應理事長

(中央)と記念撮影する中林と田中。 

２９日の夜には懇親会が開かれ、

田中と中林は、海外研究者たちと

の記念撮影に夢中になっていた。

また、懇親会後は、水野雅史教授

(糖鎖機能化学研究室)と、その研

究室の学生と一緒に２次会へ。お

酒がまわった勢いで居酒屋の店

員さんに絡みつつ、新潟の夜を楽

しんだ。 

中林(M2)からのコメント。 

ポスター制作の際には、橋本先

生に大変お世話になりました。こ

の度、学会発表に参加することが

でき、これまでお世話になった先

生方、先輩方に改めて感謝してい

ます。ディスカッションで、自分よ

り二回りぐらい大きな外国人の方

に英語で質問されたときは、その

威圧感に圧倒されて上手く答える

ことが出来ませんでしたが、それ

を含めて学会に出てよい経験が

できたと思います。 

           M2 中林 秀郎 

 

生物機能化学実験Ⅰ 

打ち上げ 
 

１１月５日(水)に生物機能化学実

験Ⅰの打ち上げを研究室内で行

った。橋本助教提案のカレー鍋

（水野教授から差し入れしていた

だいた“カレー鍋つゆ”を使用）を

谷と田中らが調理し、ティーチン

グアシスタントの上田(M2)や実験

をサポートした M1 や B4 の労を

労った。学生実験終了直後に始

めたため、最初はみな疲れ気味

であったが、酒もまわった勢いで

23 時過ぎまで盛り上がった（?）。 

 
田中・谷作のカレー鍋。最後はカレ

ー雑炊。 



 
酔った橋本助教と B４の反省会は

延々と続く。起きているのが下秋

（右）、寝ているのが左から桃田、河

野、高見。 

 

業績 

学会発表) 

第２３回日本香辛料研究会 （１１月

１４日・１５日、金沢大学角間キャン

パス、石川) 

○田中麻貴、橋本堂史、芦田均、

永井雅、奥西勲、金沢和樹 「６-メチ

ルスルフォニルヘキシルイソチオシ

アネートの細胞周期開始に及ぼす

影響について」 講演要旨集 p.43 

 

第１３回日本フードファクター学会

（１１月１７日・１８日、タワーホール

船堀、東京) 

○吉村和人、橋本堂史、金沢和樹 

「フコキサンチノールがアポトーシ

ス誘導をする標的タンパク質の解

析」 大会要旨集 p.51 

○谷芳能、橋本堂史、金沢和樹

「Pueraria mirifica に含まれるミ 

ロエステロールのエストロゲン様 

活性の解明」 大会要旨集 p.93 

 

The International Society for Nu-

traceuticals and Functional Foods 

Conference (14-17th Nov. 2008, 

Taichung, Taiwan) 

○Kazuki Kanazawa. Anticarcino-

genic activity of artepillin C in 

Brazilian propolis following to its 

bioavailability. 

 

4th International Niigata Sympo-

sium on Diet and Health (29-30th 

Nov. 2008, Niigata) 

○Nakabayashi H., Hashimoto T., 

Ashida H., Nishiumi S., Kanazawa 

K. Effects of methylxanthines on 

differentiations of mouse 3T3-L1 

preadipocytes to mature adipo-

cytes and on uptake of glucose in 

mature 3T3-L1 adipocytes. Ab-

stract p.83 

○ Tanaka M., Hashimoto T., 

Ashida H., Nagai M., Okunishi I., 

Kanazawa K. 6-Methylsulfinyl-

hexyl isothiocyanate inhibits cell 

cycle progression stimulated by 

fetal bovine serum in quiescent 

JB6 cells. Abstract p.111 

 

論文発表) 

Miho Goto, Keisuke Ueda, Takashi 

Hashimoto, Shinji Fujiwara, Kayo 

Matsuyama, Takashi Kometani 

and Kazuki Kanazawa. A forma-

tion mechanism for 8-hydroxy-2’-
deoxyguanosine mediated by per-

oxidized 2’-deoxythymidine Free 
Radic. Biol. Med. 45(9), 1318-1325, 

2008 

 

Events 

○研究室忘年会 

日時：１２月２６日(金)１８時より 

場所：八悟 

直前の連絡になりましたが、忘年

会に参加していただける OB・OG

の方は shoku@kobe-u.ac.jp また

は 研 究 室 (078-803-5877) 、 東

(090-7553-4859)のいずれかにご

連絡下さい。 

 

○OB・OG 忘年会 

日時：１２月２８日(日)１２時半より 

場所：美味しんぼ（三宮） 

078-392-0148 

http://www.hotpepper.jp/A_207

00/strJ000020588.html 

会費：5000 円 

急で申し訳ございませんが、予約

の都合もありますので、１２月２６

日正午までに、橋本堂史までメー

ル（takashi@kobe-u.ac.jp）または

電話（078-803-6553）にて、ご連

絡いただきますようお願いいたし

ます。 

編集後記 

初めての学会発表をしてきました。 

講演会場の厳粛な雰囲気と先生

方の多さに圧倒され、発表・質疑

応答ともにふがいない結果に終

わってしまいました…。当初は口

頭発表を選んだことを酷く後悔し

ましたが、金沢先生にスライドか

ら発表までマンツーマンで御指導

いただきとても勉強になりました。

また、発表に際してありがたい助

言をくれた上田君と谷さんにとて

も感謝です。残念な結果でしたが、

最悪無事終えることができてよか

ったかな…と。残り２ヶ月、頑張り

たいと思います。 

        吉村和人（M2）  
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